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「創立 10周年に寄せて」             研修・親睦委員長 上田清 

 

去る 5 月 16 日、東京多摩プロバスクラブの創立 10 周年を祝う記念式典・祝賀

会が、多摩市長をはじめ多数のご来賓を迎えて盛大に行われました。 

顧みれば、東京多摩ロータリークラブのもとでプロバスが産声を上げて早や 10

年、当初の数年間は暗中模索の状態で、常連となった居酒屋に集っては「プロバ

スとは何か」「奉仕と親睦のいずれが大事か」等について熱い議論を重ねていた頃

が懐かしく思い出されます。また商社マン時代に野生ライオンと遭遇した仰天話

やシルクロード踏破の苦労話、芸術文化や人生哲学の話などを興味深く拝聴させ

て頂いたこと、各委員会活動やサークル活動を通して様々な体験学習ができたこ

とに改めて感謝申し上げる次第です。 

 

そして創立から 10 年という時間的な経過の中で紆余曲折はあったものの、関係

機関との連携・協力を得ながら多彩な地域活動を実践してきた結果、多摩プロバ

スクラブの知名度も年々高まり、その成果が上がりつつあることを大変嬉しく思

っております。さらに「豊かな人生経験を生かして地域社会に奉仕し……」とい 

う崇高な理念のもとに、名実ともに多摩の

プロバス集団として信頼され、市民自治の

一翼を担えるような時代が来るのを楽しみ

にしているところです。 

 

「希望のあるところに試練がある」とは

村上春樹氏の言葉ですが、そうした試練を

乗り越えて創立 15周年・20周年を共に祝え

るよう一層の進展を願っております。 

 

 

＜新緑目映いイチョウ並木(永山イチョウ通り)＞ 

 
 

  

理  念 

1. 豊かな人生経験を生 

かし地域社会に奉仕 

する 

 

2. 活力ある高齢社会を 

創造する 

 

3. 会員同士の交流と意 

欲の向上をはかる 

 

4. 非政治的、非宗教的、 

非営利的であることと 

する 

 

◇◇◇  ごあいさつ  ◇◇◇  

◇  ごあいさつ  ◇◇◇ 
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１  多摩に夢を！  

第 119回 定例会 

日  時 ：平成26年5月7日（水）午後1時30分より 

場  所 ：関戸公民館第2学習室 

出席者 ：34名(会員数35名) 

 

第120回 定例会 

日  時 ：平成26年6月4日（水）午後1時30分より 

場  所 ：関戸公民館第2学習室 

出席者 ：30名（会員数36名） 
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1. 幹事報告           北村克彦幹事 

1.1. 5月 8日(木)八王子 PCの「第 18回生涯学習サロ

ン」閉講式（特別講演、さよならパーティー）に当

クラブから 6名が出席した。 

1.2. 8月 5 日～8 月 11 日まで開催される、「WORLD in

多摩 2014」に対して、例年通り、東京多摩プロバス

クラブの後援名義使用を承認することとした。 

1.3. 5 月 16 日の 10 周年記念式典・祝賀会に対して、

各方面からお礼と賛辞が寄せられている。 

1.4．休会中の永井岩男会員から、退会の申し出があり、

今後は会友として当クラブと関わっていくことにな

った。 

2.委員会報告 

2.1.総務委員会         神谷真一委員長 

1)5月度定例会；5月 7日(水) 

5 月 16 日開催の創立 10周年記念を迎えるため準備の

確認 

2)6月度定例会；6月 4日(水) 

講話：多摩市聴覚障害者活動センター理事 木多浩子

氏による「手話について」のテーマで実施。 

関連記事下記参照 

3)10周年記念誌用顔写真の撮影を行った。 

2.2.研修・親睦委員会       上田清委員長 

 創立 10周年記念、総会等の準備。 

2.3.地域奉仕委員会        大澤亘委員長 

1)6月 27日(金) 多摩中学校の要請により 1年生全員を 

 

 

 

｢手話について」 多摩市聴覚障害者活動センター 

   理事 木多浩子氏           

本日は「手話」というテーマですが、聞こえない人と

聞こえないことについてもお話させて――。 

聴覚障害者を「ろう者」という言い方をするが、以前

のように「ろうあ者」という言い方はしない。音声機能

に障害があるのではなく、音を聞いたことが無いために

声を出して話すことが解らないため、以前は話せないと

誤解されていた。今は早期教育ということで、聾学校な

どで発語の訓練が行われている。 

手話は聾学校では教えない。むしろ禁止とされていた。

社会に出た時に誰も手話など知らない。将来困らないた

めの口話教育、発語の訓練。聞こえない人は先輩の手話

を真似しながら手話を覚えた。現在は文部科学省が手話

をコミュニケーション手段として認めて、聾学校で手話

を取り入れての教育が認められている。 

実は聴覚障害者の組織は世界規模。4 年に 1 回世界ろ

う者会議が開かれ、そこで様々なテーマで議論が交わさ 

対象として、礼法について滝川道子会員による出前授業

を行うこととなった。同校は以前から伝統文化の学習に

熱心で、すでに吉岡喜久恵会員が平成 23年度と 24年度

に 2年生を対象とした「伝統文化継承～国際社会へ旅立

つために」と題する講座の一環として「貝合わせ」の授

業を行っている。 

2)毎年度実施している古澤靖雄会員によるそろばん教

室の今後の取組みについて教育委員会中谷指導主事と意

見交換を行った。 

2.4.広報委員会         平田哲郎委員長 

1)東京多摩プロバスニュース第55号(7月2日発行予定)

の執筆協力をお願いした。 

2)5 月 16日(金)に挙行された創立 10周年記念式典の広

報関係業務を昨秋から準備をすすめ、式典当日は｢事業

報告のパワーポイント｣をはじめとする一連の作業を無 

事終了する

ことができ

た。 

 また、平行

して作業を

進めてきた

「創立 10 周

年記念誌」の

編集・印刷・ 

製本も完了し、7月 2日(水)の定例会に配布する。 

3)ホームページの定期更新を実施(5月 20日)。 

 

 

 

れる。聾教育の有り方も。 

手話は世界共通ではない。視覚言語なので見て解る、

より具体的な表現方法。音声言語とは異なるもの。「食べ 

る」「読む」など「何を」に

よって表現方法が異なる。

また手話は生き物。「電話」

を例にとると、掛け方、番

号のまわし方打ち方が時代

によって大きく違う。 

今聞こえない人たちの願

いは手話を言語として認め

て欲しいということ。 

2006 年 12 月に国連総会

で「障害者権利条約」を採

択。日本も条約に署名した

が、国内法の整備に手間取り、やっと 2013年 12月に障

害者権利条約の批准が参議院本会議で承認された。「手話

言語法」の制定の運動も行っている。 

◇◇◇  幹事・委員会報告  ◇◇◇ 

◇◇◇    講 話   ◇◇◇ 

  ◇◇◇ 
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開会挨拶 増山敏夫会長 

来賓祝辞 

◇◇◇  10周年記念式典・祝賀会  ◇◇◇ 

◇ ◇◇◇ 

東京多摩プロバスソング斉唱 

記念講演 山田正司副会長 

多摩市長     東京多摩ロータリー  全日本プロバス協議会 

阿部裕行様       クラブ会長            会長代行 

志村光明様     立川冨美代様 

 

 

東京多摩プロバスクラブ活動報告 中村昭夫会員 

祝賀会 

来賓祝辞     乾杯 

全日本プロバス  東京八王子 

協議会幹事長   PC会長 

森山功様    荒正勝様 

 

 

打上げ 

次へ向けて 「いつでも夢を」皆で斉唱 

フォークデュオ☆アルビレオ☆ 

素晴らしい歌唱で盛り上げ 

多摩ニュータウン建設に関わって 

 ・はじめに 

 1.多摩ニュータウン建設の概要 

 2.建設の具体例 ①タウンハウス諏訪 

        ②タウンハウス落合 

        ③稲城市域 

        ④堀之内、長池地区 

 3.多摩ニュータウンの再生 

      ①諏訪2丁目建替事業 

      ②建替以外の再生の動き 

 ・おわりに 

五月晴れの好日、5月16日(金)に多摩中央公園の万緑に囲まれた多摩アカデミーヒルズ

にて、38名の来賓のご出席を仰ぎ、創立 10周年記念式典と祝賀会が開催されました。式

典に入る前に、一服のお薄とえくぼ饅頭を差し上げおくつろぎいただきました。増山会長

の開会挨拶に引き続き多摩市長をはじめ3名のご来賓から祝辞を賜った後、当クラブの10

年のあゆみを紹介しました。記念講演では、山田副会長が多摩ニュータウン建設に関わっ

た経験と再生の課題を語りました。当クラブ会員作詞・作曲の多摩プロバスソングを斉唱

して、無事式典は終了。祝賀会に入りました。     (写真・文 永田宗義広報委員) 

 

 

 

 

 

来賓出席者 38名；多摩市役所阿部市長他 3名 ･東京多摩 RC志村会

長他 3名･全日本プロバス協議会立川会長代行他 2名･東京八王子 PC

荒会長他 4名･東京日野 PC後藤会長他 5名･横濱 PC中村副会長他 7

名･埼玉浮き城PC小山会長他3名･多摩市各種団体4名 

 

 

受付 



◇◇◇ 多摩地区 3 クラブ交流会 ◇◇◇ 
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1.交流ゴルフ大会         鈴木達夫会員 

去る 5月 22日(木)、第 3回交流ゴルフ大会は東京多摩

プロバスクラブの主催で、相武カントリー倶楽部で開催

しました。参加者は 24名で、多摩は北村克彦・澤雄二・

関根正敏・鈴木達夫・登坂征一郎・増山敏夫各会員の 6

名、八王子は 8名、日野は 10名でした。当日は夜来の雨

もやみ晴天に恵まれ、ゴルフ日和となり大いに楽しく親

睦がはかられました。 

最終組は各プロバスクラブの幹事でメンバーを組み、

八王子(米林伸恭)・日野(疋田久武)とプレーして交流ゴ

ルフコンペの詳細を相談しました。次回は10月23日(木)

に相武カントリー倶楽部で 7 組を予約、振るってご参加

をお願いしたい。 

さて、それぞれ IN/OUTの最終組が最後のホールプレー

中に突然雷雨となり、緊急避難命令が発生してハウスへ

避難、競技は中止となった。競技の結果は午前中の成績

でコンペは成立としました。優勝者は小林時雄氏(八王子

プロバスクラブ)でおめでとうございます。残念ながら多

摩の会員は完敗でした。次回の健闘を期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.八王子プロバスとの囲碁交流会   上田清会員 

去る 5月 2日(金)、関根正敏会員と上田が八王子プロ

バスクラブ囲碁サークル主催の大会に参加してきました。

この囲碁大会への参加は昨年に続いて 3回目ですが、他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流試合の適度な緊張感が心地よく魅力を感じています。 

対局は午前 9時頃から午後 4時頃までに 5回戦を行い、

成績の方はふるいませんでしたが至福の時間を過ごすこ

とができました。 

このような機会を作っていただいた八王子囲碁サーク

ルの皆様に改めて感謝申し上げます。また近い将来、八

王子・日野・多摩などの近隣プロバスで、合同の囲碁大

会を開催できるようになればと思っております。 

 

 

1.第 8回目の写真展を開催して   永田宗義会員 

日頃は健康維持のためウォーキングと四季折々の自然

美の彩りを求めて、都内や近県を散策しながら写真撮影

を楽しんでいます。それらの結果に色々とご批判・ご感

想をいただきながら懇談のひと時を過ごせればとの思い

で、コーヒーショップ“白樺”で写真展を開催していま

す。今回は第 8回目で、去る 5月 6日(火)～18日(日)ま

での期間に前回の写真展終了から 14カ月間に撮影した

写真から 33点を展示しました。開花間もない花 4点(真

っ赤なクジャクサボテン・純白のダイサンボク・大賀ハ

ス・珍種の胡蝶蘭)と四季折々の彩り空間の美しい風景

28点(多摩市の点景5点含む)と二重橋の夜景1点でした。 

今回も大変多くの皆様にご来訪賜り、過分なご感想を

芳名録にご記入いただき、大いに励まされて望外の喜び

で、誠に感謝に堪えませんでした。ご覧になった皆様が

喜びと感動を感じていただければと望んでの写真展が、

今後マンネ

リ化しない

ようさらな

るレベルア

ップを図っ

た写真撮影

していきた

いと心新た

にしました。 

 

 

 

 

 

◇◇◇   会員の活動  ◇◇◇ 

◇◇◇  ハッピーバースディ  ◇◇◇ 

5&6月誕生日を迎えられました！ 

 

写真左：5月誕生  左から 

    森川静子・永田宗義各会員 

写真右：6月誕生  左から 

    滝川益男・北村克彦各会員 

交流ゴルフコンペに参加した皆さん 

写真展会場にて筆者 

 



◇◇◇   会員の活動(つづき)   ◇◇◇ 
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2.萬福寺の献茶式に参加して   小西加葉子会員 

5 月 16 日(金)当プロバスクラブ 10 周年の記念式典・

祝賀会終了後、着物姿のまま新幹線に飛び乗りました。

その頃京都では次の日の献茶に向けてのリハーサルの最

中でした。今年 93歳になられる当流家元にとって体力的

にご苦労の多いことを慮り、教授達も全員参加しました。 

全日本煎茶道連盟の本部のある黄檗山萬福寺は毎年全

国の流派が大茶会を開催します。今年は当流が献茶の当

番でした。萬福寺は 1654年中国より来日された隠元禅師

によって建立された禅宗の寺です。中国明朝様式の重要

文化財の本堂は日本最大のチーク材の建物で、中には本

尊の両脇に迦葉、阿難の二尊者と 18羅漢像が控えてます。

当日は晴天に恵まれ、中国語で読まれる不明の歌のよう

な経典とドラが鳴り、木肌色の衣をつけた数十人の雲水

を従わせ緋色の衣を召された管長が長い杖を持ち、本堂

に入られました。

その前で献茶が

厳かに始まり、

本尊にお茶とお

菓子を供え無事

献茶式は終わり

ました。 

 

 

今日あるのは囲碁のご縁で     堀内陽二会員 

都内(中野区中野に 8 年ほどのマンション生活)から多

摩市に引っ越してきたのが昭和 49年春でした。中野の住

まいの周辺は車の往来が激しい早稲田通りに面し、排気

ガスなど立ち込める空気汚染の激しい環境で、当時幼か

った子供達も喘息気味でした。妻は家族の健康を心配す

るので、郊外の緑豊かで空気の良い住まいを求めて、あ

ちこち業者に案内された結果、多摩市桜ケ丘 1 丁目に手

頃な住宅を手に入れることができた。私は一応多摩市民

となったものの、都内の事業所に朝早く出て夜遅く寝に

帰るといった毎日で、市民としての自覚は余りなく、わ

ずかな近所付き合い以外市民生活や市民活動など関心も

なく時間的余裕もあまりなかった。 

桜ケ丘の住人になってしばらくして、町内の囲碁愛好

家の集まりである“桜ケ丘囲碁クラブ”の存在を知り入

会した。囲碁は同志社大学囲碁研究会などで没頭してき

たこともあり、ある程度の棋力に自信はあった。話を端

折ると、やがて桜ケ丘囲碁クラブの会長に押されそのこ

とがさらに多摩市囲碁連盟の運営に関わることになり、

平成 16年から連盟の会長になった。更にそのことがきっ

かけで多摩市文化団体連合(文団連)の常任理事となり、 

3.栄西禅師 800年大遠忌法要・建仁寺献茶式に参加

して               森川静子会員 

今年は京都最古の禅寺建仁寺を建仁2年(1202年)に開

創した栄西禅師(1141年～1215年)の800年大遠忌に当た

ります。これを機に三千家(表千家・裏千家・武者小路千

家)のお家元による献茶式が 6月 3日～5日まで建仁寺で

行われた。なお、栄西禅師は中国の宋に渡りわが国に茶

種を持ち帰りお茶を広めたこ

とと、日本で最初の茶書「喫茶

養生記」を著したことで茶道ゆ

かりの禅師として広く知られ

ています。 

本堂の中、20 数名の全国各

地から来られた僧侶の諷経の

もと厳かにお家元のお点前が始まり、一服のお茶が献茶

されました。なお、境内には拝服席(濃茶席)と副席(薄茶

席)が設けられお茶をいただくことができました。お茶席

で印象的だったことは濃茶席の古銅の花入れに栄西禅師

が天台山より送ったという「菩提樹」が東大寺からいた

だいて一枝活けてあったことです。6 月とは思えない暑

い一日でしたが、記念すべき献茶式に参列できた事は光

栄に思いました。 

 

 

平成 22年度から理事長を務めることになった。文化団体

連合の理事長ともなれば市内のいろんな団体組織、多摩

市のくらしと文化部・教育委員会・文化振興財団・社会

福祉協議会とかその他近隣市の文化協会との交流、特に

多摩市と友好都市である長野県富士見町文化協会との毎

年の交流など、その他文団連事務局のある関戸公民館、

その事務局のお隣の国際交流センターとも親しくしてい

ただいている。このように公私にわたりいろんな関わり

がグーンと増えた。 

また 10 年ほど前に桜ケ丘から駅前のマンションに移

り関戸の住民になって関戸・一ノ宮コミュニティセンタ

ー(つむぎ館)の運営協議会から声を掛けられ、現在役員

待遇で参加している。この団体メンバーの皆さんは真面

目で誠実に地域住民へのサービス精神に徹している。 

当クラブには 9 年前に入会、向上心旺盛な方々に何か

と教えられ、楽しく生き甲斐を持って活動中である。 

多摩市民となって 40年を超えたが、このような立場に

なったのはここ 10数年のことで、思いもしなかったこと

で元を辿れば、今日あるのは囲碁のご縁から始まったこ

と。そんなこんなで輪に輪をかけて碁縁がご縁を呼んで

歳を忘れ、おかげでいまだに元気に活動している。 

◇◇◇   多摩と私   ◇◇◇ 

筆者：２列目右から 4人目 

建仁寺の山門にて筆者 



６ 

受章「瑞宝中授章」         高村弘毅会員 

 

高村弘毅会員は前立正大学学

長、地理学者として水資源・地

下水学の研究成果により社会的

貢献をされたことを高く評価さ

れ、平成26年春の叙勲にて瑞宝

中授章を受賞されました。 

主な研究テーマは 

・地下水環境の障害・汚染と対策・再生 

・沙漠化などの乾燥地域の自然と人間の共生について 

・開発途上国の水資源の開発と保全 など 

   (文責・中村昭夫会員) 

 

 

秋山正仁会員  

山梨県早川町出身、75歳。大らかな

性格で、面倒見の良い好人物。一級電

気施工管理技術士の資格を持ち、1984

年デジタル産業(株)を永山に設立、い

まも取締役会長として活躍中。日野法

人会多摩第 6 支部副支部長、多摩市山

梨県人会会長を兼任。 

多摩市議会議員を5期20年(1933～2023年)務め、市の行

政には精通している。プロバスの目的に賛同して5月に入

会「こぴっと頑張る」と。家庭菜園でのキュウリやナス作

りが趣味。住居は関戸公民館に隣接する聖蹟桜ケ丘ビュー 

タワー。プロバスでの力量発揮が期待される。  

                           (滝川益男会員記) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.嵯峨御流華道創立85周年式典     阪東煕子会員 

 

好天の 5月 18日品川の高野山東京別院にて行われた嵯峨

御流華道東京司所創立 85周年式典に参列した。1200年前、

嵯峨天皇がお庭の菊を瓶に挿されたのが起源と聞く。式典

は午前 10 時五鈷鈴(ごこれい)の澄んだ音色が伽藍に響き渡

り、僧侶による般若心経が朗々と唱えられ始まる。 

ややあって千早という緋の袴に白の唐衣薄物を着けた流

派の30名が、波羅密多を唱えながら次々献花し、黒留袖(く

ろとめ)姿の顧問の方々が、朱色の輪袈裟(わげさ)を衿に掛

け着座された時、真言密教の格式を重んじる流派であるこ

とを改めて知った。 

花における伝統文化の多彩な催しに誘って下された顧問

の北綾甫様にお礼を申し上げたい。お陰さまで、伝承花と

心粧華と百近い展示を拝見し、花のかんばせに満ちた至福

の時を得ました。 

その後、書院に招かれ

金箔を載せた饅頭とお薄

を頂戴した。常と違い、

お呼ばれする客側に座り、

お運びする千早の方々を

拝見し、式典の緊張が和

らいだ。感謝拝伏、筆を

置く。 

 

 

 庭の畑のトマトが大きな実を

付けている。トマトを見ると亡

き父を想い出す。戦後間もない

頃、庭隅を畑にして野菜を作っ

ていた。野菜くず・魚骨・残飯

などを肥料として、ナス・キウ

リ・トマトなどを見事に育て、

貧しい食卓を賑わしていた。真

似をしているが、中々難しい。 

一坪の畑の構想春愉し 

坪畑盛沢山の苗の数 

連作の茄子とトマトの坪畑 （広報委員 岡野一馬） 

 

岡野委員はこの 2 年間、ユニークな紀行文や軽妙なスケ

ッチでプロバスニュースの紙面を賑わし、また、最近では

「創立10周年記念誌」の表表紙、裏表紙の両面を素晴らし

いスケッチで飾って頂くなど、誠に得難い才能を発揮して

いただきました。広報委員会としては有力なメンバーを失

うこととなり誠に残念ですが総務委員会での一層の御活躍

を期待しております。         (広報委員長 平田哲郎) 

◇◇◇   編集後記   ◇◇◇ 

 

◇◇◇    春の叙勲    ◇◇◇ 

 

◇◇◇   新会員紹介   ◇◇◇ 

 

◇◇◇  会員の活動(つづき)  ◇◇◇ 

 

 

 

筆者：右から2人目 

 

◇◇◇東京多摩プロバスソング◇◇◇ 

作詞  池田 寛 

作曲  中村 昭夫 

 

聖の桜仰ぎつつ  多摩の流れに身を清めて 

緑の杜に囲まれた  我が故郷の行く末と 

社会奉仕に力をそそぐ 

集う我等プロバスクラブ 

プロバス  プロバス  多摩プロバスクラブ 

 

霊峰富士を仰ぎつつ  心の業を磨き合い 

豊かな知識身につけて  次の世代の若人の 

教え導く糧となる 

集う我等プロバスクラブ 

プロバス  プロバス  多摩プロバスクラブ 

 

青梅・多摩川 


